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除
き
百
三
十
八
印
は
全
く
本
書
に
依
り
て
煙
ト
示
さ
“
し
も
の
な
り
。
爾
補

慧
に
は
宋
　
金
八
元
三
明
三
印
を
入
れ
、
附
録
に
は
唐
五
代
天
綴
十
三
遼
｝

金
十
一
短
六
明
十
・
】
二
本
を
取
【
り
、
皆
大
に
・
溝
上
の
謬
考
に
供
寸
．
べ
斗
・
も
の
な
踊
り
。
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金
泥
石
屠
ご
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅
振
玉
垂

巻
上
に
拭
印
子
金
、
古
矢
鎌
、
合
符
師
比
，
裂
毛
、
銅
器
．
銅
搬
、
銅
馨
、
銅
鐘
．
銅

塔
、
銅
御
等
凡
五
十
一
品
の
墨
拓
を
影
出
し
．
巻
下
に
に
古
屓
、
瓦
當
筒
，
堤

満
，
泥
塔
，
日
暑
，
石
軟
岩
等
二
十
五
品
の
拓
本
を
飲
め
敦
り
。
悲
母
品
に
乙

て
影
拓
の
み
に
て
も
甚
だ
膚
聖
な
る
も
の
な
り
∩
〔
以
上
膚
高
〕

　
　
　
　
　
り
　
め
　
も
　
も
も

　
　
　
　
⑳
西
洋
土
祐
史
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
村
川
整
固
著

断
洋
に
於
け
る
古
代
庚
研
究
は
臼
に
月
に
莚
諄
し
て
葱
説
ほ
愚
弟
に
破
壌

ゼ
ら
離
、
幾
多
の
新
撰
見
に
律
う
て
獅
創
的
研
究
漸
次
装
表
也
ら
れ
、
斯
學

の
颪
目
薩
套
を
貌
し
て
絶
ね
す
更
漸
ぜ
ら
れ
つ
・
あ
ろ
今
B
、
我
園
に
於
て

は
依
然
こ
し
て
陳
腐
な
ろ
奪
知
識
か
流
布
ゼ
ら
れ
て
．
邦
交
著
書
中
陣
・
し
き

上
古
史
の
知
識
を
傳
ふ
る
の
甚
だ
稀
少
塚
ろ
は
實
に
焼
目
ぐ
」
す
べ
き
な
り
。

本
欝
碇
こ
の
園
隔
を
補
ふ
べ
再
・
好
調
ド
こ
て
、
屯
露
天
備
町
士
の
幣
，
爾
洋
時
代
・
更

柵
観
，
中
冊
桝
」
ご
八
つ
ト
嘩
年
に
ザ
於
ゆ
り
’
か
画
洋
巾
外
界
爪
り
双
壁
ご
濾
す
べ
｝
・
も
の
蕉
ん

本
書
中
に
現
れ
六
る
既
設
は
著
着
が
最
新
の
研
究
に
櫨
り
、
面
も
巌
疋
な
る

批
列
の
態
度
を
以
て
…
家
の
見
解
を
毅
表
ゼ
る
も
の
に
・
し
て
類
書
甲
に
見
る

、
、
ご
を
得
ざ
ろ
油
目
す
．
（
、
き
論
短
親
察
紗
か
ら
ざ
る
な
弓
。
本
書
彊
篇
二
＋

一
章
こ
れ
に
緒
論
ψ
附
し
て
約
四
百
頁
無
を
最
古
の
國
民
集
團
．
皿
ジ
プ
ト
、
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ハ
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ハ
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五
二
）

バ
ビ
ロ
ニ
ア
、
ベ
プ
ラ
イ
，
フ
ェ
ニ
キ
ア
に
起
・
し
、
第
ご
章
に
ア
ッ
シ
リ
ア
の

興
亡
、
四
國
鋤
立
、
第
、
・
・
　
章
に
ペ
ル
シ
ア
の
統
…
を
蓮
べ
．
第
四
章
よ
り
第
十

章
に
碧
玉
ギ
リ
シ
ア
時
代
を
、
第
十
一
章
よ
り
第
二
十
一
章
廻
嘱
望
マ
滅
亡

に
至
ろ
迄
・
ー
マ
史
を
論
叙
・
し
六
り
。
吾
人
は
甚
等
の
各
草
．
」
．
よ
り
て
上
古

諸
民
族
の
隆
替
興
亡
、
祉
曾
蛋
活
の
推
移
獲
展
、
各
時
代
文
化
の
實
相
に
亘
り

曜
實
な
る
知
識
を
敗
得
・
し
喜
べ
く
「
叉
賊
ハ
味
深
く
有
益
な
る
既
論
見
解
に
接

す
る
を
得
べ
・
し
。
猿
に
本
書
の
文
膿
が
質
「
實
乱
闘
索
ド
∵
し
で
、
、
　
一
般
の
歴
吏
著

蓮
を
親
る
が
如
き
慣
用
的
の
修
館
浮
誇
の
髪
飾
を
遅
げ
．
挙
明
に
し
て
而
も

力
強
き
筆
致
を
以
て
叙
訊
也
・
り
れ
六
う
に
源
畦
’
ト
荘
醤
誇
ヲ
ベ
斗
・
所
な
ら
～
～
）

　
　
　
醗
瓢
隔
陥
」
唱
q
旺
。
箋
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二
δ
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本
書
け
P
辺
8
3
世
に
出
で
れ
る
並
並
経
濟
史
の
好
薯
レ
・
し
て
、
共
弟
一
巻
中

世
の
部
に
於
て
難
い
ζ
§
霞
．
の
起
源
、
維
織
、
滑
革
及
専
業
外
の
革
擁
に
關
す

る
論
蓮
よ
り
、
都
議
の
鰻
蓬
，
市
傷
．
華
寿
組
合
、
系
織
工
業
の
諸
王
題
ケ
説

き
、
最
後
に
罰
外
傷
商
及
國
康
財
敷
の
・
箕
柑
を
叙
暫
し
六
り
。
右
の
内
著
者

が
最
も
力
を
泣
ぎ
し
芝
浦
に
る
・
は
都
市
歳
活
並
び
に
工
業
の
獲
達
に
關
す

る
章
句
匹
し
て
、
間
々
創
見
ご
曝
す
べ
き
鰍
乏
・
し
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、
尺
膿

に
於
て
本
書
の
特
色
拭
從
楽
の
諸
研
究
を
よ
く
取
捨
撰
捲
〔
、
綜
合
按
排
鷹

る
r
『
の
己
り
て
、
　
辮
・
し
斗
・
臼
兄
解
鰍
醐
㎞
蹴
は
甚
軽
μ
短
小
ノ
な
d
り
ぐ
」
云
ふ
べ
．
・
し
。
隊
に

‘

■



ソ
實
」
o
唖
に
關
…
す
ろ
就
述
の
如
斗
全
然
薔
奮
を
…
睨
・
し
得
ざ
る
観
あ
り
。
≧
づ
實
．

ご
望
㌘
＜
誌
上
に
昌
目
・
●
9
黒
氏
は
本
書
を
詳
・
し
て
．
，
諺
響
き
く
婁
Φ
三

一
∂
（
｛
嵩
一
鳴
三
身
摂
二
瞬
諺
ハ
剛
∩
書
μ
こ
ぎ
営
囎
3
酔
7
費
。
．
日
ヨ
ぎ
需
。
吾
p
ム

冠
O
ρ
砂
O
ゴ
①
島
　
O
呂
剛
）
O
コ
厚
一
ユ
9
y
　
　
ぐ
」
煙
る
は
重
μ
ぜ
」
課
す
．
へ
・
し
O
　
O
H
P
罵
氏
は
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

書
中
に
於
け
る
各
事
項
に
關
で
ろ
論
逃
の
配
合
釣
合
ひ
が
安
常
を
失
ひ
、
且

4
從
來
に
於
け
ろ
諸
福
者
の
重
畏
な
ろ
研
究
成
果
の
塗
考
・
し
洒
挿
す
べ
き
も

の
を
逸
ぜ
る
こ
ご
多
き
を
指
摘
し
其
所
説
に
訣
隔
鮮
少
な
ら
ざ
る
を
羅
げ
れ
．

る
が
、
商
工
組
含
、
毛
織
工
業
に
墾
で
る
叙
親
に
に
新
見
解
少
か
ら
す
・
し
て
、

毛
織
製
浩
…
機
達
の
時
期
に
就
い
て
の
論
読
の
如
き
は
著
溢
の
創
見
、
・
」
し
て
舞

踏
す
べ
き
も
の
挙
る
を
述
べ
郭
り
。
要
ず
る
に
猷
書
ほ
一
方
の
糠
威
ご
・
し
て

橘戴

t
す
べ
斗
・
名
著
ド
は
あ
ら
ざ
る
も
、
嶽
叫
來
の
諸
研
一
究
，
公
刊
ぜ
ら
れ
・
し
噛
譜

奥
料
に
依
櫨
・
し
、
中
世
纏
濟
史
の
要
領
を
簡
明
に
論
叙
ぜ
る
も
の
電
・
し
て
，

斯
攣
研
究
に
入
ら
ん
ε
す
る
人
士
に
樹
・
し
恰
好
の
手
引
ミ
な
る
べ
く
、
更
に

進
ん
で
〉
洛
ぽ
団
・
9
ヨ
ご
貯
σ
q
ぎ
ヨ
等
の
名
著
芝
勤
照
ぜ
ん
が
、
氏
の
創
見

ぐ
」
も
長
ず
べ
吾
・
購
㎝
も
饗
ロ
見
ぜ
ら
れ
て
、
　
本
町
旧
の
領
飴
岨
へ
…
測
定
・
し
得
ら
’
れ
、
　
稗
「

盆
で
る
所
勘
小
！
な
・
づ
ざ
る
べ
・
し
O
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本
書
ぽ
か
の
濁
佛
戦
役
以
後
現
戦
役
に
至
ろ
猫
逸
常
岡
の
獲
展
を
論
蓮
ぜ
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瑚

る
も
の
に
・
し
て
，
逼
篇
四
部
に
分
ぬ
れ
、
第
一
部
に
於
て
は
帝
國
の
劉
外
蘭

係
即
ち
政
府
の
外
交
政
策
及
國
畏
の
海
外
號
展
の
氣
勢
を
説
き
，
第
二
部
に

於
て
け
儒
國
・
内
政
治
下
の
状
勢
帥
ち
野
山
肘
敵
黙
の
…
關
係
を
蓮
べ
、
柿
弟
三
都
に
は

現
時
の
主
要
菰
る
國
家
的
譜
庸
題
郎
ろ
勢
働
計
策
問
題
、
宗
敏
敵
策
澗
題
、

ア
ル
サ
ス
、
・
ル
レ
ー
ン
及
ボ
ー
ラ
ン
ド
入
問
題
を
遅
し
，
策
四
竃
に
は
都

市
、
織
田
、
及
宵
論
界
に
現
れ
れ
ろ
更
新
の
状
墜
傾
向
を
叙
親
し
六
9
。
藷
者

が
序
嘗
に
述
べ
れ
ろ
如
く
　
　
急
激
日
の
生
止
目
は
近
時
に
於
け
る
淫
逸
國
畏
の
纏

濟
上
に
於
け
る
長
足
の
段
歩
ご
政
治
上
及
瀧
會
土
に
於
け
る
獲
展
の
惇
瀞
ぐ
」

の
顯
著
な
る
樹
照
を
解
明
ぜ
ん
ミ
す
b
に
あ
り
。
而
も
こ
の
罰
照
を
明
醸
に

二
水
ぜ
ん
オ
す
ろ
熊
鷹
は
往
々
誇
張
に
失
し
、
経
濟
的
要
害
寸
、
瀧
會
当
時
歩

“
む
本
楽
三
冠
随
す
べ
き
自
然
的
關
嫌
を
輕
ん
じ
、
後
者
の
停
滞
を
渦
重
親

し
て
稽
編
見
る
隅
り
字
画
…
あ
る
は
、
．
〉
象
・
・
回
謬
』
。
・
＜
記
者
も
既
に
指

摘
ぜ
る
灰
な
噂
。
（
㌧
二
湿
O
H
ド
一
一
納
設
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．
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く
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○
’
H
一
》
．
H
い
M
）
本

書
二
一
來
縦
田
す
る
戦
時
の
要
求
よ
り
出
で
れ
ろ
際
物
的
著
違
に
あ
、
b
す
亡

て
著
者
が
戦
藪
準
釈
の
時
代
に
企
三
冠
る
蓮
作
な
れ
ば
、
現
戦
役
に
汚
れ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

る
箇
所
は
鮮
く
、
從
て
比
鮫
的
公
疋
な
る
戦
蘭
濁
逸
の
費
展
典
を
提
遷
る

も
の
匹
し
て
、
殊
に
記
蓮
弔
明
R
興
味
に
冨
み
、
勉
め
て
煩
靴
な
る
統
計
や

書
髭
的
至
論
就
を
遜
け
れ
れ
ば
一
般
卜
者
に
ご
り
て
恰
好
な
る
良
書
ミ
云
ふ

べ
・
し
ゅ
而
・
し
ズ
著
者
が
本
書
が
戦
時
及
悪
來
の
猫
逸
を
説
く
も
の
に
あ
ら
ざ

る
も
最
も
保
Ψ
的
に
・
し
て
過
去
を
塚
糞
す
る
隠
逸
人
は
戦
後
の
絡
來
に
於
て
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二
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日

も
本
書
に
論
蓮
で
る
所
の
現
状
を
基
礎
ε
・
し
て
9
．
α
q
ρ
三
。
σ
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妄
、
窪
を
な
す

べ
・
き
も
の
な
ろ
を
云
へ
ろ
障
μ
董
曲
貰
ミ
稽
ず
べ
・
し
。
（
一
、
需
h
g
o
o
戸
×
）
但
・
し
本
書

が
引
用
資
料
、
勢
考
書
縫
を
全
然
掲
げ
居
ら
ざ
ろ
は
一
般
向
の
著
蓮
塚
ゆ
ご

ず
る
も
爾
不
親
切
の
感
な
き
能
は
ざ
ろ
な
り
Q
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本
書
は
ア
ソ
グ
ロ
。
サ
ク
ソ
ン
時
代
よ
り
現
代
に
至
ろ
、
英
國
の
農
村
慈
活

乃
．
農
簗
界
の
沿
革
を
蒲
明
に
叙
設
ぜ
ろ
も
の
に
し
て
、
誹
國
に
於
け
ろ
農
民

階
械
の
歴
史
、
農
政
上
の
耐
雪
な
る
周
題
を
知
る
の
傾
二
軍
る
碧
蓮
な
り
。
本

書
を
蓮
覧
す
れ
ば
中
世
り
三
口
生
活
と
§
o
弔
の
性
質
、
農
民
の
境
遇
、
中
世

晩
期
に
於
け
る
無
魚
蓮
、
農
外
の
革
命
、
農
蛙
暴
動
よ
り
、
ス
チ
エ
ァ
ー
ト
昨
・

代
の
状
態
、
十
八
縫
紀
代
の
就
會
的
鍵
動
，
謡
い
て
十
九
世
紀
に
於
け
ろ
農

畏
問
題
、
現
時
に
於
け
る
地
方
の
草
新
的
氣
蓮
に
至
る
迄
、
能
く
推
移
攣
遷

の
大
要
を
合
黙
し
得
ら
る
・
な
り
。
巻
末
に
農
政
上
越
こ
れ
に
閣
係
あ
る
講

法
令
を
薙
刀
類
列
飢
絶
し
日
曲
つ
筑
ハ
要
ヒ
旧
夕
・
附
…
記
煙
る
は
至
言
晒
ご
云
ふ
べ
・
し
り
佃
㌘
し

本
番
は
何
等
の
劔
見
新
研
究
を
含
約
る
著
作
に
ば
あ
ら
す
し
て
覧
只
懐
威
あ

る
諸
記
者
の
著
蓮
を
塾
考
こ
て
簡
便
器
用
に
編
蓮
ぜ
ろ
所
に
其
癖
瞭
は
存
マ

る
な
り
。
〔
以
上
植
村
〕
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け
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け
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目
本
移
民
の
状

態
を
調
査
琶
・
し
む
る
溜
め
に
理
想
し
趨
る
カ
ン
サ
ス
大
田
の
ミ
ソ
リ
ス
教
授

の
調
査
報
告
に
し
て
カ
η
ア
オ
ル
ニ
や
州
を
始
め
ミ
・
し
其
附
近
太
挙
洋
岸
の

各
地
方
に
於
け
る
日
本
移
住
畏
ド
つ
い
て
明
治
十
七
八
年
頃
よ
り
の
歴
史
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の

共
分
布
，
職
葬
、
佐
活
擬
態
．
土
地
法
等
を
記
ぜ
・
し
も
の
な
り
。
其
欧
米
人
の

眼
に
映
じ
糞
る
日
本
人
の
性
格
、
同
化
開
題
に
就
イ
、
の
著
者
の
見
解
を
蓮
べ

れ
δ
ε
こ
ろ
は
園
民
性
の
了
解
上
直
人
に
二
二
す
ろ
ご
こ
ろ
あ
る
を
箆
ゆ
G
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亜
米
利
加
の
歴
史
に
移
入
民
の
歴
炎
こ
も
い
に
る
・
程
に
て
、
之
が
亜
布

利
加
更
上
卿
何
に
多
く
の
分
け
荊
を
有
ぜ
る
か
は
、
喋
々
を
要
ぜ
ざ
ろ
所
、

而
導
爆
入
畏
は
留
に
史
上
の
事
實
に
疵
ま
ら
す
、
現
在
も
亦
之
を
離
れ
て
其

内
情
を
察
す
る
に
苦
・
じ
む
・
特
に
富
源
蟻
か
に
・
丸
で
移
入
民
を
誘
致
す
る
事

最
も
大
な
る
合
衆
國
に
於
て
、
此
感
を
深
く
琶
ざ
る
を
得
す
。
其
最
近
十
年

問
に
於
け
ろ
年
豆
均
の
移
入
畏
か
、
百
二
十
萬
人
を
算
冠
る
を
見
れ
ば
，
其
数

に
於
て
は
我
が
大
阪
市
人
口
に
近
き
人
口
が
．
年
々
塘
加
ぜ
る
謙
な
り
、
一
九

一
四
年
の
如
き
に
、
煩
累
戦
雲
の
影
響
を
蒙
り
て
、
戯
男
一
千
三
百
五
十
萬
ご

計
上
ぜ
航
ろ
。
此
盛
視
を
以
て
し
て
も
．
欝
一
九
〇
七
年
の
そ
れ
に
及
ぼ
す
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